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Ⅰ くま川鉄道株式会社 湯前線一武駅～肥後西村駅間 列車脱線事故

（踏切障害に伴うもの）

Ⅱ 大井川鐵道株式会社 大井川本線抜里駅～家山駅間 列車脱線事故

Ⅲ 西日本旅客鉄道株式会社 三 江 線 川 戸 駅 ～ 田 津 駅 間 列車脱線事故

Ⅳ 東海旅客鉄道株式会社 身 延 線 寄 畑 駅 ～ 内 船 駅 間 列車脱線事故

Ⅴ 西日本旅客鉄道株式会社 姫新線月田駅～中国勝山駅間 列車脱線事故

Ⅵ 福井 鉄道 株 式会社 福武線三十八社駅～浅水駅間 列車脱線事故

（踏切障害に伴うもの）

Ⅶ 東海旅客鉄道株式会社 中 央 線 贄 川 駅 ～ 日 出 塩 駅 間 列車脱線事故

平成１７年１２月１６日

航空・鉄道事故調査委員会



本報告書の調査は、くま川鉄道株式会社湯前線一武駅～肥後西村駅間列

車脱線事故（踏切障害に伴うもの）他６件の鉄道事故に関し、航空・鉄道

事故調査委員会設置法に基づき、航空・鉄道事故調査委員会により、鉄道

事故の原因を究明し、事故の防止に寄与することを目的として行われたも

のであり、事故の責任を問うために行われたものではない。

航空・鉄道事故調査委員会

委員長 佐 藤 淳 造
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鉄道事故調査報告書

鉄道事業者名：くま川鉄道株式会社

事 故 種 類：列車脱線事故（踏切障害に伴うもの）

発 生 日 時：平成１７年 １ 月１０日 ８時０８分ごろ

発 生 場 所：熊本県球磨郡錦町

湯前線一武駅～肥後西村駅間（単線）
ゆのまえ い ち ぶ ひごにしのむら

久保踏切道（第４種踏切道）

人吉駅起点７ｋ７８３ｍ付近

平成１７年１０月２０日

航空・鉄道事故調査委員会（鉄道部会）議決

委 員 長 佐 藤 淳 造

委 員 楠 木 行 雄

委 員 佐 藤 泰 生(部会長)

委 員 中 川 聡 子

委 員 宮 本 昌 幸

委 員 山 口 浩 一

１ 鉄道事故調査の経過

１.１ 鉄道事故の概要

くま川鉄道株式会社の湯前線湯前駅発人吉駅行き３両編成の上り第４Ｄ列車は、平

成１７年１月１０日（月 、一武駅を定刻（８時０６分）に出発した。列車の運転士）

は、速度約６５km/hで惰行運転中、前方の久保踏切道に左側（前後左右は列車の進行

、 。） 、方向を基準とし 車両は前から数える から接近してくる小型貨物自動車を発見し

汽笛を吹鳴した。しかし、小型貨物自動車が踏切の手前で停止する様子がなかったた

め、列車の運転士は非常ブレーキを使用したが間に合わず、列車は小型貨物自動車に

衝突し前部で押しながら踏切から約６０ｍ行き過ぎて停止した。

列車には乗客３０名と乗務員２名が乗車していたが、死傷者はいなかった。また、
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小型貨物自動車の運転者は死亡した。

列車は、１両目の左前部が損傷した。小型貨物自動車は大破したが、火災の発生は

なかった。

１.２ 鉄道事故調査の概要

航空・鉄道事故調査委員会は、平成１７年１月１１日、本事故の調査を担当する主

管調査官ほか１名の鉄道事故調査官を指名した。

平成１７年１月１１日及び１２日、現場調査及び口述聴取を実施した。

九州運輸局は、本事故調査の支援のため、職員を事故現場に派遣した。

原因関係者から意見聴取を行った。

２ 認定した事実

２.１ 運行の経過

事故に至るまでの経過は、くま川鉄道株式会社（以下「同社」という ）の上り第。

４Ｄ列車（内燃動車３両編成。以下「本件列車｣という ）の運転士（以下「運転士」。

という ）の口述によれば、概略次のとおりであった。。

一武駅を定刻（８時０６分）に出発し、速度約６５km/hで惰行運転中、人吉駅

起点８ｋ１８５ｍ（以下「人吉駅起点」は省略する ）の汽笛吹鳴標識地点で汽。

笛を吹鳴した後、７ｋ９１９ｍの三丁第２踏切道を過ぎた地点で、次の久保踏切

道（以下「本件踏切」という ）の左側より進行してくる小型貨物自動車（以下。

「小型ダンプカー」という ）を発見し、更に汽笛を吹鳴した。しかし、小型ダ。

ンプカーが本件踏切の手前で停止する様子がなかったため、運転士は非常ブレー

キを使用したが間に合わず、本件列車はこれと衝突した。衝突後、本件列車は小

型ダンプカーを１両目の前部で押しながら進行し、本件踏切から約６０ｍ行き過

ぎた７ｋ７２２ｍ付近に停止した。

停止後、小型ダンプカーの運転者が負傷した様子なので、すぐに列車無線で人

吉駅に救急車の手配と警察への連絡を依頼した。また、本件列車は１両目の前台

車が右へ、後台車が左へ脱線していたので、救援を要請した。

その後、車掌は乗客全員を３両目車両の後部左側ドアから降車させ、すぐ後方

の本件踏切へ誘導した。

また、本件列車の乗務開始から事故に至るまでの間、車両に異常は認められな

かった。
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なお、本事故の発生時刻は８時０８分ごろであった。

（付図１、２、３及び写真１、２、３、４、５、６参照）

２.２ 人の死亡、行方不明及び負傷

本件列車 乗客及び乗務員に死傷者はいなかった。

小型ダンプカー 運転者 死亡

２.３ 物件の損傷に関する情報

(1) 本件列車１両目のスカート、車体の左前面、空気配管等が損傷していた。

(2) 小型ダンプカー（幅１.６９ｍ）は右側面が大破したが、火災の発生はなか

った。

(3) 本件踏切前方左側の落輪防止壁が損傷していた。

（付図３及び写真１、２、３、５、６参照）

２.４ 乗務員等に関する情報

列車運転士 男性 ６２歳

甲種内燃車運転免許 昭和６２年 ６ 月１５日

（国鉄時代から通算した運転経験年数は２３年８ヶ月である ）。

車 掌 男性 ５５歳

小型ダンプカー運転者 男性 ５６歳

普通自動車免許 昭和５６年 ４ 月２６日

２.５ 鉄道施設及び車両に関する情報

2.5.1 本件踏切の概要

踏切の位置 ７ｋ７８３ｍ

踏切種別 第４種踏切道（踏切遮断機及び踏切警報

機は設置されていない踏切道）

踏切幅員 ２.０ｍ

線路と道路との交角 ６５°

列車からの見通し距離＊ １５０ｍ

自動車からの見通し距離＊ ２００ｍ

（＊：平成１１年７月８日の踏切道実態調査による ）。

８ｋ１８５ｍには本件踏切に列車の接近を知らせるための汽笛吹鳴標識が設置

されている。また、本件踏切に通じる道路の両端の入り口には、道路の管理者で

「 」 。ある錦町長名の 農耕用専用道路 一般車両通行禁止 の看板が立てられている
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KT203 KT311 KT202

○○○○○○○○●●●●

KT203 KT311 KT202

○○○○○○○○●●●●

（付図３及び写真１、２参照）

2.5.2 車両の概要

車 種 内燃動車（ ）ディ－ゼルカー

編成両数 ３両

編成定員 ３０２名（座席定員１２４名）

記号番号

←進行方向 ●：脱線軸を示す。

２.６ 気象に関する情報

当時の事故現場付近の天気 曇り

２.７ 事故現場に関する情報

本件列車は、１両目先頭部が本件踏切から約６０ｍ行き過ぎた７ｋ７２２ｍ付

近に停止していた。また、１両目の前台車全２軸が右へ、後台車全２軸が左へ脱

線し、車体は右に傾いていた。

本件列車の１両目前台車の車輪フランジによると見られる痕跡が、本件踏切の

前方から１両目前台車停止位置までのまくら木上及び右側のバラスト上にそれぞ

れあった。また、小型ダンプカー（幅１.６９ｍ）によると見られる痕跡が、本件

踏切から約１５ｍ前方までのまくら木上に、まくら木の中央部から左前方に向か

ってあった。

本件踏切に至る路面上には、小型ダンプカー又はその他の自動車による急ブレ

ーキ痕は見られなかった。

（付図３及び写真１、２、３、４参照）

３ 事実を認定した理由

３.１ 本件踏切については、2.5.1及び現場調査結果から、道路側からの見通し距離

は特に問題はなかったものと考えられる。
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３.２ 本件列車の運転士は、その口述から、本件踏切通過前に２度にわたり汽笛を

吹鳴し、列車の接近を知らせていたものと考えられる。また、運転士の口述、2.5.1

及び２.７から、一般車両通行禁止の看板が立てられている本件踏切に通じる道路を

通行した小型ダンプカーが、本件踏切の手前で停止することなく本件列車の通過直前

に進入したため、本件列車と衝突したものと推定される。

３.３ ２.３に記述した物件の損傷状況及び２.７から、本件列車が小型ダンプカー

、 。の右側面に衝突したため 本件列車の１両目前台車が右に脱線したものと推定される

、 、その後 小型ダンプカーの右側面を本件列車の前部で押しながら約６０ｍ進行した際

本件列車の１両目の車体が右に傾き、後台車が左に脱線したものと推定される。

４ 原 因

本事故は、小型ダンプカーが本件踏切の手前で停止せずに本件列車の通過直前に本

件踏切に進入したため、本件列車がこれと衝突し、脱線したことによるものと推定さ

れる。
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付図２　事故現場付近の地形図

付図１　湯前線路線図
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付図３ 事故現場略図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件踏切（久保踏切道）の概要 

踏切種別 第４種 

踏切幅員 2.0m 

踏切長 6.7m 

線路と道路との交角 65° 

道路幅員 2.5m 

道路舗装 コンクリート 

踏切支障報知装置 なし 

障害物検知装置 なし 

交通規制 なし 

踏切見通し距離
＊
 列車から本件踏切まで 150m 

      〃 自動車から  〃    200m 

列車通過本数 30 本／日（事故当日のダイヤによる。）

自動車交通量
＊
 30 台 

事故履歴 なし（事故発生日から過去５年間） 

＊：平成１ １ 年７ 月８日の踏切道実態調査による。 

－
7
－

 

７ｋ７２２ｍ付近 久保踏切道 
７ｋ７８３ｍ 

１両目 
２両目 ３両目 

小型ダンプカー 

一武駅方 肥後西村駅方 

列車進行方向 

小型ダンプカー進入方向 
損傷した落輪防止壁

車輪フランジによると考えられる痕跡 

小型ダンプカーによると考えられる痕跡 

一武駅方 

三丁第２踏切道 7k919m 

7k960m

一般車両進入禁止の看板 

肥後西村駅方 

小型ダンプカー進入方向 

列車進行方向 

大谷川橋梁 7k853m 

農耕用専用道路

本件踏切 
久保踏切道 7k783m

上り勾配１５‰ 

下り勾配１２‰ 
レベル 

レベル 
レベル 

8k087m 7k872m7k613m

汽笛吹鳴標識 
8k185m 

約１５ｍ 
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写真１ 列車側から見た踏切   写真２ 道路側から見た踏切 
の見通し状況                 の見通し状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真３ 事故直後の現場の状況  写真４ 車両の脱線状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真５ 車両の損傷状況 
 

写真６ 小型ダンプカー 
の損傷状況 

大谷川橋梁 

列車進行方向 

小型ダンプカー進入方向 
列車進行方向

大谷川橋梁

小型ダンプカー進入方向 

農耕用専用道路入り口の看板

損傷した落輪防止壁 

列車進行方向

列車進行方向

右レール

本件踏切

小型ダンプカー進入方向

スカートの損傷 列車進行方向

空気配管の損傷

車体下部の損傷 

１両目左前部 

１両目 
前台車左側

１両目 
後台車左側

列車進行方向



≪参 考≫

本報告書本文中に用いる解析の結果を表す用語の取扱いについて

本報告書の本文中「３ 事実を認定した理由」に用いる解析の結果を表す用語は、

次のとおりとする。

①断定できる場合

・・・「認められる」

②断定できないが、ほぼ間違いない場合

・・・「推定される」

③可能性が高い場合

・・・「考えられる」

④可能性がある場合

・・・「可能性が考えられる」




